


免責事項
本資料に記載されている計画、見通し、戦略およびその他の歴史的事実でないものは、
作成時点において入手可能な情報に基づく将来に関する見通しであり、さまざまな
リスクおよび不確実性が内在しています。実際の業績は経営環境の変動などにより、
これら見通しと大きく異なる可能性があります。また、本資料に記載されている当社
および当社グループ以外の企業などにかかわる情報は、公開情報などから引用したもの
であり、情報の正確性などについて保証するものではありません。



大ボラ吹き
2



3

大ボラ吹きというのは
大きなビジョンを
持っていることの裏返し

@masason



4

1981年(創業)

売上を豆腐のように
1兆、2兆と数える
会社になる



51981年度(創業) 2005年度 2012年度

売上高

1兆円 突破

2兆円 突破
3.4兆円



6

2004年 株主総会

利益で1兆、2兆と
数える規模になりたい
当時の当期純損失 1,070億円



1兆円以上
国内事業

7

営業利益

2013年度
(見通し)

1981年度(創業)



2006年

10年以内に
ドコモを超える

8

ボーダフォン日本法人買収



営業利益

5,000億

10,000億

2005 ’06 ’07 ’08 ’09 ’10 ’11 ’12 ’13

8,400億円
(米国会計基準)

国内事業
1兆円以上
(国際会計基準)

ドコモを逆転へ
(見通し) 9

1兆

(年度)



10

累計契約数

2,000万

4,000万

6,000万

8,000万

10,000万

2006 ’07 ’08 ’09 ’10 ’11 ’12 (年度)

9,710万

6,154万

1億



2010年11月20日

電波は私の命をかけて
必ずドコモを超える。
見ていて下さい。

11

@masason



97%

98%

99%

2012年7月24日 2013年5月21日

スマホの音声接続率

98.4%

97.8%

12



累計契約数

2006 ’07 ’08 ’09 ’10 ’11 ’122005 ’06 ’07 ’08 ’09 ’10 ’11 ’12 ’13

営業利益

’12/7/24 5/21

スマホの音声接続率

13ドコモを逆転



14

大ボラを全て実現



15

志し高く



16

新たな大ボラ



まずは株主の皆様からの
質問にお答えします

17



既存事業の
成長は続くのか？

質 問 1

18



成長はまだまだ続きます

19



2006年4月 2013年5月
1,000万

累計契約数

20

急激に増加

1,522万件

4,252万



2002 ’03 ’04 ’05 ’06 ’07 ’08 ’09 ’10 ’11 ’12

27%

38%

50%

(年度)

[モバイルEBITDAマージン]
モバイル営業利益率(償却前)

21
※モバイルEBITDAマージン=モバイルEBITDA/モバイル通信料売上

50

40

30

(%)

劇的に改善



モバイル 営業利益

22

(億円)

大幅に反転

2002 ’03 ’04 ’05 ’06 ’07 ’08 ’09 ’10 ’11 ’12

763

(年度)
0

4,678 



継続的に成長 23

累計契約数

2006年4月 2013年5月

4,252万
営業利益率(償却前)

2002’03 ’04 ’05 ’06 ’07 ’08 ’09 ’10 ’11 ’12

50%
営業利益

2002 ’03 ’04 ’05 ’06 ’07 ’08 ’09 ’10 ’11 ’12

4,678億円



さらなる成長への自信

24



252009 ’10 ’11 ’12

携帯電話販売数に占めるスマホ率

スマホの時代へ

(出所) GfK:量販店における携帯電話販売台数に占める、
スマートフォン(iPhone,Android,BlackBerry)台数の構成比

スマホ

従来端末

10%

31%

66%

82%

(年度)



インターネット
No.1

26

スマホのつながりやすさ

No.1

スマホ時代の成長戦略



スマホ時代の
つながりやすさNo.1

27



1.6万局

2012年

プラチナバンド
基地局数

7月 1月12月11月10月9月8月 3月2月

前倒しで
大幅達成2013年3月目標

(申請計画)

4月

28

2.3万局

2013年
5月



29
ソフトバンクへの不満が最小

スマホ時代の3大不満要因

(出所) MMD研究所 報道発表資料(2013年6月7日) 対象：各キャリアのスマートフォンユーザー各400人 期間：2013年5月31日～6月4日

41%
44%

通信速度の遅さ

32%

34%32%

パケ詰まり

21%

通信障害

29%
24%

16%



98%

99%

2012年7月24日 2013年5月21日

98.4%

97.8％
97.9％

スマホの音声接続率
音声接続率
No.1

30
※イプソス株式会社による全国調査。全スマートフォンの音声接続率
スマホ利用モニタ14,100人に発信し接続率を測定
(ソフトバンク:約5,700人 NTTドコモ:約4,000人 au:約4,400人)



95%

96%

97%

2013年2月10日 6月16日

96.1%
96.4%

96.9% パケット接続率
No.1

※統計分析処理：株式会社Agoop　プラチナバンド対応スマホのパケット接続率
　防災速報(ヤフー)とラーメンチェッカー(Agoop)を利用の各社プラチナバンド対応スマホ
   計108,000台(ソフトバンク:36,000台、NTTドコモ:36,000台、au:36,000台を無作為抽出)
　のデータを個別に分析

31

スマホのパケット接続率



32

ビッグデータで通信状況を把握

月間7.5億件の
アプリ通信ログ解析システム

(株式会社agoop)

※ユーザー許諾取得済

通信
エラー

通信
OK通信

OK

通信
OK

通信
OK

通信
OK 通信

OK

通信
OK

通信
OK

通信
OK
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通信
エラー

効率的な設備投資へ

通信
OK

ビッグデータで通信状況を把握



2010 ’11 ’12 ’13 ’14 ’15

7,800

5,800

4,800

イー・アクセス
WCP

ウィルコム
1,106

計画 (国際会計基準) 

8,082
(億円)

(年度)

5,163

4,205

※2012年度はヤフオクドーム関連を除く
※Sprintの設備投資除く
WCP: Wireless City Planning

連結設備投資(新計画)

6,976

設備投資を
前倒し

34(日本基準)



35

スマホ時代の
インターネット No.1へ



36

インターネットカンパニー



インターネット企業群

1,000社突破
(1,019社)

37(2013年3月31日現在）



1996 ’98 ’00 ’02 ’04 ’06 ’08 ’10 ’12

1,863億円

成長が再加速

(年度)

1,650億円

38

ヤフー 営業利益



成長再加速のキーワード

39

爆 速
スマホファースト



提携

40爆速で事業を拡大

買収・出資
新体制後のアクション



41

累計アプリダウンロード数
8,000万を突破
スマホファースト



2011年度Q4 2012年度Q4

ヤフー スマホ広告売上高

30億円

85億円

※スマートフォン売上高には一部タブレットを含む
42

スマホ広告売上が
1年で3倍に



43

ヤフー株式会社 代表取締役社長

宮坂 学

ソフトバンク
取締役候補



44

ゲームカンパニー
スマホの世界No.1



3月 4月 5月 ６月 7月 8月 9月 10月11月12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月

パズル＆ドラゴンズ
アプリダウンロード数 1,500万超

45
2012年 2013年

爆発的
大ヒット



1
2

3

App Store

パズル＆ドラゴンズ
ガンホー・オンライン・エンターテイメント

Clash of Clans
Supercell

Candy Crush Saga
King.com Limited

パズル＆ドラゴンズ
ガンホー・オンライン・エンターテイメント

윈드러너 for Kakao

Google Play

スマホゲーム 売上ランキング(世界)

世界No.1スマートフォンゲーム
※AppAnnie調べ、2013年4月売上

46

WeMade Entertainment CO., LTD

® Candy Crush Saga
King.com Limited

®

http://www.appannie.com/company/android/?q=WeMade%20Entertainment%20CO.%2C%20LTD
http://www.appannie.com/company/android/?q=WeMade%20Entertainment%20CO.%2C%20LTD


47

eコマース
中国No.1



0

6

12

18

2007 ’08 ’09 ’10 ’11 ’12

16兆円
(1兆元)

(時価総額 12.6兆円)

(時価総額 6.8兆円)

取扱高

7.5兆円

(兆円)

6.1兆円

急成長

48
(年) (出所) 各社開示資料を基に当社作成( 1ドル=100円で換算)

 Amazon.com: 連結売上高, eBay: マーケットプレイスセグメントの総取扱高



2007 ’08 ’09 ’10 ’11 ’12 (年)

営業利益

49

黒字拡大
1,200億円

570億円

（出所）Yahoo Inc.開示資料を元に当社作成（各年1月から12月期）
1ドル100円で換算



50

さらなる成長への自信

インターネットNo.1スマホの
つながりやすさNo.1



国内 営業利益
(国際会計基準)

2013年度 見通し

1兆円以上
51



52

営業利益目標

(2011年発表)
201X年

1兆円



1兆円

53

営業利益目標

(2012年発表)
2016年度

(2011年発表)
201X年



54

営業利益目標

大幅前倒しで達成へ
(2013年発表)
2013年度

(2011年発表)
201X年

(2012年発表)
2016年度

1兆円



55史上最短で達成へ

1937年
設立 65年

2001年度

1981年
設立 33年

2013年度
(予定)

1880年

営業利益1兆円達成までの年数

1885年設立
(逓信省)

118年
2002年度NTTグループ

1900年 1920年 1940年 1960年 1980年 2000年 2020年



2005 ’06 ’07 ’08 ’09 ’10 ’11 ’12 ’132005 ’06 ’07 ’08 ’09 ’10 ’11 ’12 ’13

8,400億円

0
(年度)

(見通し)

さらなる成長へ

NTTドコモ

1兆円以上
（国内事業）

ソフトバンク(国際会計基準)

(米国会計基準)

営業利益

56



なぜ米国に
進出するのか？

質 問 2

57



58

3.2億人

1.3億人 2.5倍
(出所) 世界人口白書 2012年

人口



59

15.1兆ドル

5.9兆ドル 2.6倍
(出所) The World Bank (2011年GDP)

GDP



60

2.5倍
2001’02 ’04 ’06 ’08 ’10 ’12

3.5億

1.4億

(出所) 米国：Wireless Intelligence、日本：TCA

携帯電話契約数



61

共通のテクノロジー
スマートフォン

LTE
+



62

2012年10月
Sprintの戦略的買収を発表



3.3兆円

2.1兆円

2.5兆円 2.4兆円

1.3兆円

2.8兆円 世界3位へ
+ + +

China 
Mobile Verizon AT&T Vodafone NTTドコモ KDDI

ソフトバンク
グループ

Sprint

2.5兆円

63
ソフトバンク
＋Sprint

Deutsche
Telekom

1.9兆円

※2012年1～6月期

モバイル 売上高

※1ドル=78円(2012年10月)



0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

64

(万)

2006 ’07 ’08 ’09 ’10 ’11 ’12

米国Verizonに
迫る

米国Verizon

(年度) ※Verizon:Retailの累計契約数

累計契約数
9,710万

NTTドコモ

+ ++

6,154万

9,893万



Sprint買収の
状況は？

質 問 3

65



66
順調に進捗

連邦通信委員会司法省

米国当局の審査

対米外国投資委員会証券取引委員会



Sprint特別委員会への買収提案

67

(2013年6月18日)
断念

買収完了へ大きく前進



Clearwire取締役会の方針発表

Sprint支持に変更
(2013年6月20日)

68

Dishとの交渉を中止
主要株主がSprint支持に変更



69

2013年7月上旬に
買収完了へ



米国事業は
成功するのか？

質 問 4

70



71

成功への自信



0

1,500

3,000

4,500

2002’03 ’04 ’05 ’06 ’07 ’08 ’09 ’10 ’11 ’12

急成長 4,188万

(年度)

※ソフトバンクモバイル、ウィルコム、イー・モバイルの累計契約数の合計

0

1,500

3,000

4,500

2002’03 ’04 ’05 ’06 ’07 ’08 ’09 ’10 ’11 ’12

(万件)

横ばい

72

契約数

0

2,500

5,000

7,500

10,000

2009 ’10 ’11 ’12 ’13 ’14 ’15 ’16 (年度)

(万件)

すでに
増加傾向

5,354万

※Sprintプラットフォームのみ



0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

2002’03 ’04 ’05 ’06 ’07 ’08 ’09 ’10 ’11 ’12 (年度)

(億円)

赤字
寸前

反転
4,678億円

業績

73
(年度)

0

50

100

150

’06 ’07 ’08 ’09 ’10 ’11 ’12 ’13 ’14 ’15 ’16 ’17 ’18

(億ドル)

すでに
反転傾向

(予想)

52～55億ドル

営業利益 営業利益(償却前)



1.9GHz帯

850MHz帯

プラチナバンドあり
74

ネットワーク

2GHz帯 / 1.5GHz帯

プラチナバンドなし



75

端末のラインアップ

充実少ない



買収時の状況

76

横ばい 契約数 増加傾向
赤字寸前 業績 反転傾向
なし プラチナバンド あり
少ない 端末 充実



さらに...
77



78
プランニングミーティング



1. 営業費用の削減

79

2. 設備投資の効率化

シナジーの最大化へ



2,880万台
2,650万台

Verizon AT&T KDDINTTドコモソフトバンク
Sprint

スマートフォン販売台数

1,330万台

2,690万台

850万台

各社：2012年度実績
各社開示資料を基に当社作成

日米３位の
スケールメリット

80

1. 営業費用の削減



解約率の改善ネットワーク費用

81
ITコスト 顧客サービス

1. 営業費用の削減



(年度)
0

50

100

150

’06 ’07 ’08 ’09 ’10 ’11 ’12 ’13 ’14 ’15 ’16 ’17

(億ドル)

※SprintのOIBDA(償却前営業利益)(予想)

52～55億ドル

2014～2017年度の平均

+20億ドル超
2017年度には

+30億ドル超

営業費用削減シナジー(年間)

営業利益(償却前)

82



China 
Mobile AT&T KDDIVerizonソフトバンク

Sprint
Vodafone
(連結)

NTT
ドコモ

204億ドル

97億ドル
108億ドル

119億ドル

89億ドル
75億ドル

34億ドル

(1.2兆円)

83
※各社：2012年度実績
各社開示資料を基に当社算出
1ドル=100円で換算

モバイル設備投資

２. 設備投資の効率化
世界２位の

スケールメリット



84

トラフィックマネジメント

TDD-LTE技術

コアネットワークの効率的増強

２. 設備投資の効率化



シナジー前 シナジー後

設備投資

シナジーで
設備投資を
効率化

32-36%

（2017年までの累計） 85



10%

20%

30%

40%

50%

2006 ’08 ’10 ’12

37%

14%10%

20%

30%

40%

50%

2002 ’04 ’06 ’08 ’10 ’12

27%

50%

38%

86

[モバイルEBITDAマージン]
モバイル営業利益率(償却前)

反転へ



中長期の目標は？
質 問 5

87



88

2010年
新30年ビジョン発表

時価総額
世界トップ10へ



順位 国 社名 金額
1  エクソンモービル 38.8兆円
2  アップル 38.1兆円
3  グーグル 28.5兆円
4  マイクロソフト 27.7兆円
5  バークシャーハサウェイ 26.9兆円
6  GE 23.8兆円
7   ウォルマート 23.4兆円
8  ペトロチャイナ 22.9兆円
9  ジョンソン＆ジョンソン 22.9兆円
10  シェブロン 22.4兆円 世界113位

時価総額 世界ランキング（全企業）

113 ソフトバンク 　　6.6兆円
(出所) Bloomberg (2013年6月20日時点) 89



1994年 2040年 90

時価総額

(上場)

200兆円
世界トップ10

(+16%/年)

順調に推移
(2013年6月20日時点)

6.6兆円 (+20%/年)

世界113位

2010年6月 2013年6月

前倒しで進捗

0.2兆円
世界3000位相当

2.7兆円
217位



新たな大ボラ



92

世界一の会社になる



93

利益
キャッシュフロー
株式価値
あらゆる面で



94

それは
企業としての強さの証
株主に対する責任



95

世界一は
目標ではなく
スタートライン



96

300年以上
成長し続ける企業へ



97

それは目標ではなく
行動計画に過ぎない



98

世界一になった後
人類に何を残せるか



99

ITによる
ライフスタイルの革新



100

人々に感謝され
人々に尊敬されてはじめて



101

その存在に
意義が生まれる



102

情報革命で人々を幸せに



103

これが
我が社の唯一の願いである



Information Revolution



Copyright (C) 2013 SoftBank Corp., All rights reserved.



１．「セグメント情報等の開示に関する会計基準」の適用について
2010年度第1四半期から「セグメント情報等の開示に関する会計基準」および「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」を適用しています。2009年度の
業績は、これらの基準が適用されていたと仮定して算出した数値を掲載していす。

２．本資料中の用語の定義等について

３．登録商標・商標について

フリーキャッシュフロー(FCF、純現金収支)=営業活動によるキャッシュフロー+投資活動によるキャッシュフロー 

EBITDA=営業損益+減価償却費+のれん償却額

純有利子負債=有利子負債-手元流動性 
有利子負債=短期借入金+コマーシャルペーパー+1年内償還予定の社債+社債+長期借入金。リース債務を含まず。ボーダフォン日本法人の買収に伴う事業証券化スキームに
おいて発行された社債(銘柄: WBS Class B2 Funding Notes、 発行体:J-WBSファンディング(株))のうち、当社が2009年度に取得した額面270億円を除く。手元流動性
=現金及び預金+流動資産に含まれる有価証券(当社米国子会社が保有していたYahoo! Inc.株式を除く)

「過去最高」「 最高益」は、当社が連結決算を開始した1994年度以降。

なお当社は、㈱ウィルコムの発行済株式を100％保有していますが、同社は会社更生法上の更生会社であり、当社と同社の間では有効な支配従属関係が存在しないと　　
認められることから、子会社としていません。

本資料に掲載されている会社名、ロゴ、製品名、サービス名およびブランドなどは、ソフトバンク株式会社または該当する各社の登録商標 または商標です。
本資料の一部あるいは全体について、当社の許可なく複製および転載することを禁じます。
- iPhone、iPadはApple Inc.の商標です。 
- iPhone商標はアイホン株式会社のライセンスに基づき使用されています。 


